
住 所

T E L
U R L

経 営 理 念

事 業 内 容
及 び 定 員

当 面 す る
経 営 課 題

収 入
（法人全体）
平成 29 年度決算

職 員 数
（法人全体）

職員の高齢化
人材不足

81名（非常勤含む） 

①社会福祉事業 367,033,500 円
②公益事業 円
③収益事業 円

特別養護老人ホーム (60 名 )+ ショートスティ（10名）1カ所
ケアハウス（30名）1カ所
地域密着型デイサービスセンター（18名）1カ所
居宅支援事業所 1カ所
ホームヘルパーステーション 1カ所

愛のある介護の実践

〒 669-3145
兵庫県丹波市山南町野坂 181 番地 1
0795-77-3240
http://yamajien.com

ほっとかへんネット丹波における実践報告
社会福祉法人　山路福祉会（兵庫県）
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法人の概要 平成６年法人設立

特別養護老人ホーム（６０床）＋短期入所（１０床）
ケアハウス（３０名）
地域密着型デイサービス（１８名）
居宅介護支援事業所
ホ－ムヘルパーステーション
在宅介護支援センター

基本理念
「愛のある介護の実践」

全国社会福祉法人経営者大会（長野大会）

第４分科会
平成30年9月20日

澤村 安由里

（丹波市社会福祉法人連絡協議会 会長）

ほっとかへんネット丹波の実践報告
～丹波市社会福祉法人連絡協議会～
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市内の社会福祉法人が連携、

地域の生活・福祉課題の解決に

向けて取り組むため、

平成２７年９月２日、

「丹波市社会福祉法人連絡協議

会（ほっとかへんネット丹波）」を

設立しました。

丹波市の概要 ② 福祉関係の社会資源

17の社会福祉法人による29の福祉施設
保育７法人、高齢者７法人、障害１法人
児童養護１法人、多種別１法人
（こども園９・保育園２・特養７・養護３・ケアハウス２
障害者支援施設５・ 児童養護施設１）

丹波市の概要 ①
総人口 ６４，９５１人
男 ３１，１２６人
女 ３３，８２５人

世帯数 ２５，７３４世帯
（Ｈ３０．７末現在）

〇兵庫県の山間部
京都府に隣接。平成１６年に、氷上郡の６町（青垣町･

氷上町･市島町･春日町･柏原町･山南町）が合併し、丹波市
となる。

〇恐竜の化石が発掘され、
丹波竜のちーたん（ゆるキャラ）を
中心に、丹（まごころ）の里をＰＲ中。
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参考資料

平成27年9月２日 設立総会
平成28年度

冊子作成
ひきこもり者の中間就労
就職フェア
福祉避難所研修会

平成29年度
奨学金返還補助金・女性人材バンク
よろずおっせかい相談所開設
高校生施設見学バスツアー

Ⅰ これまでの活動①Ⅰ これまでの活動①
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Ⅰ これまでの活動②

平成30年

初任者研修

高校生施設見学バスツアー

ハローワーク神戸で就職フェア

移住相談会コラボツアー

福祉人材確保家賃補助金開始

丹 波 市 社 協

（本庁）

丹波市 『よろずおせっかい相談所』

西部 東部

南部

よろず支縁センター（社協）
（地域支えあい推進員／生活支援コー

ディネーター）

施設・事業所
自治協議会

施設・事業所

よろず支縁センター（社協）
（地域支えあい推進員／生活支援コー

ディネーター）

施設・事業所

自治協議会

施設・事業所

よろず支縁センター（社協）
（地域支えあい推進員／生活支援コー

ディネーター）

施設・事業所

自治協議会

施設・事業所

①将来的には、各自治協議

会圏域（中学校区）ごと協議

会（25）と「社会福祉法人連

絡協議会」（社会福祉法人

17）に設置する。

②市内の３圏域（生活圏域）

ごとに『よろず支縁センター』

を設置し、社協に「地域支え

あい推進員」を設置する。

施設・事業所施設・事業所施設・事業所施設・事業所
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Ⅱ 社会福祉法人連絡協議会
設立のメリット

行政と社会福祉法人とが連携しやすくなる。

↓

地域の課題の把握と対応がタイムリーにできる。

↓

地域福祉の向上

本体事業以外の地域貢献事業をする余力のない法人も

複数法人で協力することで、地域貢献事業に取り組める。

各法人事業所（施設）が総合福祉相談窓口になれる。

参考資料

267

2018080693-全社協-経営実践事例集Ｘ-本文02.indd   267 2018/09/11   14:27:07



Ⅳ 他の社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネット）の活動例

Ⅲ なぜ、社会福祉法人連絡協議会
（ほっとかへんネット）を？

兵庫県の概要と課題
総人口 ５，４８７，９９０人

世帯数 ２，３６３，４８２世帯
高齢化率 ２８．０％（Ｈ３０．７．１現在）

〇日本の縮図と言われ、積雪量の多い日本海側から、温暖
な淡路島まで広範囲。地域により地域課題も異なる。
→兵庫県社協・兵庫県経営者協議会の委員会で検討。
オール兵庫で取り組むのではなく、市区単位で法人連携し、
地域課題に取組むことが適している。
○モデル地区として、平成２６年度２地区、２７年度７地区、
２８年度以降設立支援。現在、２１地区（全県下約半数）
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Ⅴ ま と め

①社会福祉法人連絡協議会「ほっとかへんネット」立ち上
げがゴールではない。

⇒地域における公益的取り組みのスタートである。

※加入しているだけでは、地域公益活動ではない。

②アクションをおこすには、ニーズの把握は必要

⇒行政との連携は必須！！

③決まったサービスがあり、実施するのではなく、ニーズ
に対して何ができるか暗中模索している状態？！

④県内全域にほっとかへんネットが設立され、安心のブラ
ンドになることが目標！！
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